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ＪＡ共済連が主催する「第５０回  ＪＡ共済  全国小・中学生  交通安全ポスターコンクール」には、全国から

１０万４，７５４点の応募があり、各都道府県から選出された優秀作品３５１点を全国コンクールで審査しまし

た。本会では、平成１６年度から、これら全国コンクール審査作品の訴求テーマを集計し、小・中学生が、今、

どのような視点から交通安全を捉えているのかを分析しています。本年度も、示唆に富む結果がまとまりまし

たので、ご報告します。 

■ 『スマートフォンの使用マナー』を訴求する作品が８年連続トップ。その約半数が“歩きスマホ”に警鐘 

 本年度の全国コンクール審査作品を訴求テーマ別に集計したところ、『スマートフ

ォンの使用マナー』を訴求する作品が、前回※の構成比１６．３％（作品点数５８点）

から同２４．８％（同８７点）と大きく伸長し、８年連続で最多テーマとなりました。 

学年別にみると、小学校低学年では構成比１０．０％（作品点数１２点）、高学

年では同２２．１％（同２７点）、中学生では同４４．０％（同４８点）と、学年が進む

ほど本件への関心が高くなる傾向にあることがわかりました。 

また、作品の訴求対象をみると、「歩行者」が構成比４９．４％、「自動車」が同３

３．８％、「自転車」が同９．２％と、約半数が“歩きスマホ”に注意を促しています。 

長年“歩きスマホ”の危険性が指摘されながらも、本年７月には、都内で“歩きス

マホ”が原因で３０代女性が踏切内で電車にはねられるという痛ましい事故が発生

するなど、社会問題として常態化している現状への子どもたちの問題意識の高さがうかがえます。 

(※令和２年度は新型コロナの影響で全国コンクールを中止したため、令和元年度の分析結果との比較。) 

■ 本年度の特徴 ～社会の変化や交通安全の課題を敏感にキャッチする子どもたち～ 

①コロナ禍での自転車利用増加に伴い“自転車”関連の作品が増加。 

コロナ禍が拡大・長期化する中で、自転車を利用した通勤通学の増加やフー

ドデリバリーサービス等の普及に伴い、自転車の危険運転を目にする機会やメ

ディア等で自転車事故や自転車マナーの話題に触れる機会が増えました。 

そのようななか、本年度は、『自転車のヘルメット着用』を訴求する作品が、前

回の構成比４．２％（作品点数１５点）から同６．８％（同２４点）と伸長。『自転車は

正しく乗ろう』や『一時停止を守ろう』などといった自転車に対して注意を促す作

品については、前回の１６．１％（５７点）から同２４．２％（同８５点）と大幅に増加し

ました。 
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『スマートフォンの使用マナー』を訴える作品が８年連続でトップ 

〔小３作品〕 

その約半数が“歩きスマホ”の危険性に警鐘をならす作品  

さらに、本年度は“自転車”に関連するポスターが急増！ 

 



②『飲酒運転禁止』を訴求する作品が増加。新たなテーマ『通学路での運転に注意』が登場。 

 本年６月、千葉県内の小学校の通学路で、下校中の子どもたちの 

列に飲酒運転のトラックが突っ込み、子どもたち５名が巻き込まれる事

故が発生しました。 

そのようななか、本年度は、『飲酒運転禁止』を訴求する作品が前回

の構成比６．８％（作品点数２４点）から同７．７％（同２７点）と伸長。また、

全体の構成比は１．１％と少ないながらも、『通学路での運転に注意』とい

う新たなテーマが登場しました。 

いずれも小学校３年生から５年生の作品で、この事故の被害者と同年  

代の小学生たちに関心が高いことがわかりました。 

《全国コンクール審査作品（抜粋）》 

◇ スマートフォンの使用マナー（歩きスマホ禁止）を訴求する作品 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

                                                                                                                                                                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 本年度の特徴  

① 自転車に注意を呼び掛ける作品  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当コンクールは、交通事故死者数がピークを迎えた昭和４０年代に開始。以来、子どもたちの作品は、そ

の時代の交通安全の課題を鋭く描き出してきました。ＪＡ共済連は、子どもたちの作品に込められた交通安

全の願いを広く社会にお届けするとともに、交通安全教室などの交通事故未然防止活動を通じて、交通事

故のない社会づくりに貢献してまいります。 

〔小 5 作品〕 〔小 3 作品〕 〔中 2 作品〕 

〔小 4 作品〕 〔中２作品〕 

 

〔小５作品〕 

 

〔小４作品〕 

② 通学路での安全運転、飲酒運転禁止を訴求する作品  

〔中１作品〕 

 



 

【参考】令和３年度（第５０回）交通安全ポスターテーマ集計表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※構成比につきましては、表示単位未満を四捨五入して表示しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 合計 ％

スマートフォンの使用マナー 2 3 7 8 11 8 15 16 17 87 24.8%

手を挙げて渡ろう 15 5 3 2 0 2 1 1 0 29 8.3%

飲酒運転禁止 1 1 0 2 7 8 4 1 3 27 7.7%

よく見て渡ろう 10 5 4 2 2 0 1 0 2 26 7.4%

自転車のヘルメット着用 2 7 6 2 3 2 2 0 0 24 6.8%

安全運転（おもいやり運転） 4 2 2 3 1 2 1 3 1 19 5.4%

信号守ろう 2 2 3 2 1 2 4 1 2 19 5.4%

反射板・明るい色の服の着用 0 1 0 1 3 4 1 3 2 15 4.3%

一時停止を守ろう 0 1 3 3 4 1 0 0 1 13 3.7%

自転車は正しく乗ろう 0 0 1 2 1 2 2 2 2 12 3.4%

シートベルト・チャイルドシート着用 0 3 2 3 1 0 0 0 0 9 2.6%

交通ルールを守ろう 0 4 0 0 1 1 0 2 1 9 2.6%

あおり運転禁止 0 0 0 2 0 2 1 2 0 7 2.0%

高齢者運転・免許返納 0 0 0 0 0 2 1 3 0 6 1.7%

自転車も車両 0 2 0 2 0 0 1 0 0 5 1.4%

スピード出し過ぎ注意 1 0 1 1 0 0 1 0 1 5 1.4%

飛び出し禁止 1 1 1 0 1 1 0 0 0 5 1.4%

雨の日（雪の日）は気を付けて 0 1 1 1 0 0 0 0 1 4 1.1%

通学路での運転に注意 0 0 1 1 2 0 0 0 0 4 1.1%

歩行者優先 1 0 0 0 1 1 0 1 0 4 1.1%

その他 2 1 5 2 2 4 3 2 1 22 6.3%

計 41 39 40 39 41 42 38 37 34 351 100.0%

スマートフォンの使用マナー：         飲酒運転禁止：         自転車関連：         


